
125年の京都大学における研究と教育の歴史をこれまでの当館での企画展では展示
したことがないほど長い年表にこめました。創立時の1897年から百周年記念の1997年
まで、さらに1998年から2022年までの新たな25年間、この2つの年表に125年の歴史
を刻んでいます。組織構成の変化や大学教育研究環境をとりまく我が国の制度改革
など、激変の世の中にあって京都大学らしさがいかに変わらずに今に受け継がれてきた

のか、年表から分かる様々な魅力を知ることができます。コーナーの後半には、大学を
構成している京都大学の学生、教員、職員のそれぞれが考える今の京都大学や125年
後の調和した社会像、自重自敬の言葉を大学生活のなかでどのように感じているかを
集めたボードを紹介しました。弛まぬ研鑽と対話によって積み重ねてきた歴史と新たな
時代に紡いでいく自由の学風を感じ取ってもらいたいと考えたコーナーです。

１２５年変わり続けること １２５年変わらずにいること
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京都大学は、我が国で2番目の帝国大学として1897年に創立されました。建学以来、
　　　　変わらずに守り続けてきたことと、変わり続けてきたことで、研究活動による
新たな知的価値の創出と研究を通じた教育を固有の特性とし、伝統を築いてきました。
　本展示ではまず、大学創立時の理工・法・医・文の四分科大学の時代から受け
継いだ資料と木下広次初代総長ゆかりの資料を　　 として紹介します。つぎに、大学
構成員が、学術研究環境自体をも、自ら探り、自ら集め、自ら　　 し、根源的な問いの
探究を可能としてきたことと、　　する姿勢を持ち続け、あらゆる境界を乗り越えてきた
活動に焦点をあて、各種資料や教材、活動の記録などを紹介します。ぜひ、これらの
展示を通じ、京都大学の学生、教員、職員が、弛まぬ研鑽と対話によって積み重ねてきた
　　 と新たな時代に紡いでいく　　　　　 を感じてください。

125年間

原点
創造

越境

歴史 自由の学風

展示物にはお手を触れないでください 飲食はご遠慮ください 写真撮影は可能です
（ただし、フラッシュ禁止・動画撮影禁止）

前史 学部紹介 歴史

歴史

原点

創造

越境

現在地

理工

法

医

文

I11［パネル］
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※巻末に京都大学年表を掲載しています

H9［パネル］

H10［パネル］
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京都大学の今とこれから
通常、博物館では資料をもとに展示を制作するため、未来を扱うことは困難である。ここ
では2020年以降に発行された刊行物より、現在の教職員から見た大学の一面や未来
へのコメントなどを示すことで、京都大学の現在と未来について思いを巡らせる。

H12［パネル］
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Q.（自身が職員になってから）大学事務職員の
イメージの変化はありましたか？

出典：本展示委員会委員による事務職員有志へのヒアリング回答（2022年8月）

67



自由
自遊
理念

京都　
探検　
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研究と連動した教育

京大の魅力を伝える
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自発的課題発見

非画一
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批判精神
対話

共感力
自己確立
京都性

創造
協働
相互尊重

自学自習

研究の魅力

想像性

ばらつき

自由

京都

創造性

 自ら選択

独立性　
独自性　
柔軟性

多様性
自主性　
質保証

主体性
創造性
異端

好奇心
自立心
創造性

「創造力」

「想像力」

「ハイブリッド」

多様性
やんちゃ
冒険心

自主　
自由　
越境

感性
自由
自立

自由
継続
創造

基礎　
自遊　
創発

個性
自立
先鋭

自由
挑発
出会い

主体性
自由
先進性

自主性

自由

国際性

発信力

京大という価値

独立性

やる気を引き出す

既存の枠に囚わ れない

新しさへの関心

空想　
放任　
放逐

Laugh
Tough
Love

脱文科省

柔軟性
国際性
自由

創造性
独創性
独立性

自学自習
基礎研究
驚き

挑発
逸脱
対話

言語
自由
楽しさ

世界観
独自性
俯瞰力

基礎
おもしろがること

自由
挑戦
独創性

自由
挑戦
独創性

主体性
感性
思考力

ノブレス・

オブリージュ

学問に対する憧れ

独創性

思考力

京大という価値

柔軟

挑発

（長期的）展望

しっかりした
ビジョン

卓越した学習者
としての教員

マネジメント

全学的体制

戦略

フロントランナー育成

独創性

遊び

骨太

バランス
自己陶酔からの脱却

根性・根気

創造性
グローバル的な視点

自律性
自己肯定

（根拠のない自信）

生意気さ

余白を残した教育

考える学習

独立した個人

基礎

横の繋がり

縦の繋がり

京大らしさ

創造性

サービス

自由
独立
創造

自由
多様性
独創性

学生間の切磋琢磨

講義以外でのコミュ
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京大らしさ

自学自習

国際的視野

懐疑心

コミュニケーション

クリティシズム

コンヴィヴィアリティ

Q.
出典：2020年度シンポジウム参加教職員による投稿、第24回京都大学全学教育シンポジウム報告書「京都大学の教育におけるニューノーマルを展望する」
p.135-136（京都大学高等教育研究開発推進センター編集、京都大学教育制度委員会FD専門委員会発行、2021年1月発行）
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准
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採択研究者

インタビュー記事・映像は

こちらから

学内ファンド「くすのき・125」:京都大学創立125周年記念事業の一環として始動した、研究力強化をねらって寄附金を学内の教員に提供する制度。既存の価値観にとらわれない自由な発想で、次の125年に向けて「調和した地球社会のビジョン」を自ら描き、その実現に向けて
独創的な研究に挑戦する次世代の研究者を3年間支援するもの。

Q.
出典：2020年度学内ファンドくすのき・125採択研究者の回答、「京都大学の研究者が描く、125年後の地球社会」
くすのき・125 採択者紹介 Vol.1, p.3-4（京都大学学術研究支援室 制作、2022 年6月発行）
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京大生・職員が考える「自重自敬」
大学の理念についてのイメージ共有
125周年を迎えた2022年度現在、在学中の学生・院生、そして現役教職員に、第１回
入学宣誓式の木下広次総長による式辞を読んだうえで「自重自敬」とはどのようなもの
だと思うか、その考えを書いてもらいました。

H11［パネル］

協力：「博物館展示論」、ILASセミナー「コミュニケーションデザイン」2022年度受講生（学生・大学院生）、本展示委員会委員から依頼した京大職員の
方 （々教職員）
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